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『
周
書
秘
奥
管
造
宅
経
』

は
じ
め
に

『
周
書
秘
奥
営
造
宅
経
』
は
、
明
刻
本
『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
「
丁
集
・
宅

舎
」
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
お
も
に
宅
地
や
居
宅
に
関
す
る
種
々
の
吉
凶
判
断

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
半
は
、
宅
地
周
辺
の
地
勢
や
環
境
(
道
路
、
河
川
、

樹
木
)
に
よ
る
吉
凶
、
宅
地
に
お
け
る
居
宅
の
配
置
な
ど
に
も
と
づ
く
吉
凶
、
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居
宅
の
造
営
や
構
造
(
梁
、
棟
な
ど
)
に
よ
る
吉
凶
、
宅
地
周
囲
に
植
栽
す
べ

き
植
物
と
そ
の
配
置
に
よ
る
吉
凶
、
あ
る
い
は
家
屋
造
営
に
お
け
る
柱
・
梁
・

棟
木
、
藩
な
ど
の
用
い
方
に
よ
る
吉
凶
、
居
宅
内
の
環
境
や
家
具
配
置
な
ど
に

よ
る
吉
凶
の
占
断
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
半
は
、
棲
や
臆
堂
、
庭
軒
、
房

室
、
門
戸
、
井
竃
、
天
井
、
窓
、
溝
潰
、
廊
な
ど
の
項
目
を
た
て
、
そ
の
項
目

ご
と
に
造
営
法
や
形
状
、
配
置
な
ど
に
も
と
づ
く
吉
凶
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
は
十
集
(
甲
、
乙
、
丙
、
丁
、
戊
、
己
、
庚
、
辛
、

訳
注
I

平水

木野

康杏

平紀

壬
、
突
)
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
居
家
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
留
意
事
項
が
記

さ
れ
て
い
る
1
0

そ
れ
が
日
本
に
伝
わ
り
、
寛
文
十
三
年
(
一
六
七
三
)
に
翻
刻

本
が
出
版
さ
れ
た
。
奥
付
に
は
「
寛
文
十
三
発
丑
年
夷
則
(
七
月
)
上
旬

洛

下
林
前
和
泉
橡
白
水
子
松
栢
堂
刊
之
」
と
あ
る
。
嘉
靖
三
十
九
年
(
一
五
六O
)

の
田
汝
成
の
叙
で
は
、
書
中
に
引
用
し
て
い
る
「
占
書
」
、
「
宅
経
」
な
ど
に
宋
、

元
代
の
事
が
ら
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
は
元
人
が
編
輯

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

明
代
の
「
宅
経
」
で
あ
る
『
陽
宅
十
書
』
「
論
宅
外
形
第
ご
の
訳
注
2

は
、

す
で
に
『
人
文
学
論
集
』
第
二
十
六
集
(
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会

二
O
O

八
)
に
登
載
し
た
が
、
こ
の
『
陽
宅
十
書
』
に
は
『
周
書
秘
奥
営
造
宅
経
』
と

類
似
の
記
述
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
註
で
両
書

の
類
似
す
る
箇
所
を
対
照
し
て
挙
げ
て
お
い
た
。

訳
注
の
底
本
に
は
、
明
刻
本
『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
丁
集
の
『
周
書
秘
奥
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営
造
宅
経
』
(
北
京
国
書
館
書
籍
出
版
社
編
輯
組
『
北
京
圃
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』

十

子
部
・
雑
家
類

一
九
八
八

所
収
)
を
用
い

書
目
文
献
出
版
社

原
文
に
は
便
宜
上
段
落
を
も
う
け
て
番
号
を
ふ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
(
原
文
)
、
(
訓

読
)
、
(
通
釈
)
、
(
補
註
)
を
施
し
、
理
解
を
助
け
る
た
め
に
必
要
に
応
じ
て
図

版
を
付
載
し
た
。

ま
た
、
翻
刻
本
で
あ
る
京
都

松
栢
堂
、
寛
文
十
三
年
(
一
六
七
一
二
)
刊
本
『
居

家
必
用
事
類
全
集
』
十
集
二
十
巻
、
丁
集
の
『
周
書
秘
奥
営
造
宅
経
』
3
(
『
居

家
必
用
事
類
』

中
文
出
版
社

一
九
七
九

所
収
)
、
お
よ
び
朝
鮮
刻
本
『
居

家
必
用
事
類
全
集
』
丁
集
の
『
周
書
秘
奥
管
造
宅
経
』
(
『
居
家
必
用
事
類
全
集
』

書
目
文
献
出
版
社

出
版
年
不
明

所
収
)
と
校
勘
し
、
前
者
を
「
本
朝
本
」

後
者
を
「
朝
鮮
本
」
と
し
て
異
同
を
注
記
し
た
。

本
稿
の
冒
頭
に
は
、
『
居
家
必
用
事
類
』
の
概
要
を
示
す
た
め
、
叙
の
訳
注
を

載
せ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
底
本
の
「
明
刻
本
」
に
は
そ
の
叙
を
欠
く
た
め
、
「
本

朝
本
」
を
用
い
た
。

西
岡
玉
全
が
文
化
十
二
年
(
一
八
一
五
)
に
上
梓
し
た
『
三
才
精
義
』
(
天
地

人
三
巻
、
三
冊
)
の
地
部
に
は
、
『
周
書
秘
奥
営
造
宅
経
』
の
訓
読
と
解
説
が
一

部
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
説
部
分
を
い
く
つ
か
と
り
あ
げ
、
(
玉
全
解
説
)

と
し
て
附
載
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
句
読
点
や
ル
ピ

を
ほ
ど
こ
し
、
必
要
に
応
じ
て
括
弧
書
き
で
漢
字
を
記
し
、
原
文
の
カ
タ
カ
ナ

は
ひ
ら
が
な
に
変
え
た
。
解
説
が
必
要
な
も
の
な
ど
は
、
(
註
記
)
と
し
て
解
説

を
加
え
た
。

一
.
『
周
書
秘
奥
営
造
宅
経
』
訳
注

『
居
家
必
用
事
類
』
叙

(
原
文
)
『
居
家
必
用
事
類
』
凡
十
集
、
以
甲
乙
丙
丁
等
字
為
序
第
。
不
著
纂
輯

者
姓
名
。
疑
元
時
人
為
之
。
以
其
所
引
占
書
・
宅
経
多
宋
元
人
事
、
是
以
知
之

耳
。
其
問
所
載
訓
幼
・
端
蒙
之
法
、
孝
親
・
敬
長
之
儀
、
冠
婚
葬
祭
之
種
、
農

圃
占
候
之
術
、
飲
食
殺
鎮
之
製
、
官
簸
吏
皐
之
候
、
摂
生
療
病
之
方
、
莫
不
畢

其
信
平
。
居
家
必
用
者
也
、
宣
惟
居
家
。
雄
居
官
亦
不
可
敏
者
失
。
国
朝
内
府

己
有
刻
板
。
然
簡
表
重
大
不
便
異
嚢
。
方
泉
洪
君
・
子
美
鞠
市
小
之
。
讐
校
精

厳
蹴
子
前
刻
。
市
方
泉
君
居
家
也
、
祭
把
極
其
誠
敬
、
殺
鎮
極
其
腕
洗
。
待
諸

弟
有
恩
、
慮
父
妾
有
種
。
寓
字
・
作
画
威
有
成
法
。
市
揮
竹
一
枝
真
得
蘇
文
遺

意
、
則
君
有
得
子
是
書
居
多
。
非
徒
暗
合
道
妙
者
。
使
居
家
者
誠
得
是
書
而
遵

用
之
、
則
身
惰
而
家
脊
。
家
膏
而
園
治
失
。
其
功
非
小
補
云
。

嘉
靖
三
十
九
年
夏
五
月

銭
唐

田
汝
成
撰

(
訓
読
)
『
居
家
必
用
事
類
』
は
凡
そ
十
集
、
甲
乙
丙
丁
等
の
字
を
以
て
序
第
と

し
る
つ
く

為
す
。
纂
輯
者
の
姓
名
を
著
さ
ず
。
疑
う
ら
く
は
元
時
の
人
之
れ
を
為
る
か
。

其
の
引
く
所
の
占
書
・
宅
経
は
宋
元
の
人
事
多
き
を
以
て
、
是
を
以
て
之
れ
を



知
る
の
み
。
其
の
間
載
す
る
所
の
訓
幼
・
端
蒙
の
法
、
孝
親
・
敬
長
の
儀
、
冠

の
う
ほ
こ
う
せ
ん
か
ん
し
ん

婚
葬
祭
の
種
、
農
園
占
候
の
術
、
飲
食
殺
撲
の
製
、
官
簸
吏
撃
の
僚
、
摂
生
あ
た

療
病
の
方
、
其
の
信
を
畢
さ
ざ
る
な
き
か
。
居
家
必
用
な
る
者
や
、
量
に
惟
だ

い
え
ど
か

家
に
居
る
の
み
な
ら
ん
や
。
官
に
居
る
と
雄
も
亦
た
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な

す
で
け
い
の
う

り
。
国
朝
の
内
府
に
巳
に
刻
板
有
り
。
然
れ
ど
も
簡
表
重
大
に
し
て
美
嚢
に
便

し
ゅ
う
こ
う

な
ら
ず
。
方
泉
洪
君
・
子
美
は
鞘
し
て
之
れ
を
小
と
す
。
讐
校
精
厳
な
る
こ

と
前
刻
に
蹴
ゆ
。
而
し
て
方
泉
君
の
居
家
や
、
祭
杷
は
其
の
誠
敬
を
極
め
、
殺

て
ん
せ
ん
た
い

撲
は
其
の
膜
洗
を
極
む
。
諸
弟
に
待
し
て
恩
有
り
、
父
妾
に
慮
し
て
種
有
り
。

み
え
が

寓
字
・
作
画
威
な
成
法
有
り
。
市
し
て
竹
一
枝
を
揮
き
て
真
に
蘇
・
文
の
遺
意

い
た
ず
ら
ど
う

を
得
れ
ば
、
則
ち
君
は
是
の
書
に
得
る
有
る
こ
と
多
き
に
居
る
。
徒
に
道

み
よ
う妙

に
暗
合
す
る
者
に
あ
ら
ず
。
家
に
居
る
者
を
し
て
誠
に
是
の
書
を
得
て
之
れ

と
と
の

を
遵
用
せ
し
め
ば
、
則
ち
身
惰
ま
り
て
家
替
わ
ん
。
家
書
い
て
園
治
ま
ら
ん
。

其
の
功
は
小
補
に
あ
ら
ず
と
云
う
。
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嘉
靖
三
十
九
年
夏
五
月

銭
唐

田
汝
成
撰
す

(
通
釈
)
『
居
家
必
用
事
類
』
は
全
部
で
十
集
、
甲
乙
丙
丁
等
の
字
で
順
番
を
つ

け
て
い
る
。
編
集
し
た
人
物
の
姓
名
を
-
記
し
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
元
の
時
代

の
人
が
こ
れ
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
な
ぜ
な
ら
ば
、
)
引
用
し
て
い
る

占
書
・
宅
経
に
は
宋
・
元
の
人
々
の
事
柄
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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そ
の
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
書
物
中
に
収
載
す
る
内
容
は
、
幼

児
の
教
導
や
啓
蒙
の
法
、
親
孝
行
を
し
て
年
長
を
敬
う
儀
礼
、
冠
婚
葬
祭
の
礼
、

農
耕
や
占
候
の
技
術
、
飲
食
や
供
物
の
製
法
、
官
吏
が
戒
め
学
ぶ
べ
き
条
文
、

摂
生
や
療
病
の
方
法
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
本
質
を
尽
く
さ
ぬ
も
の
は

な
い
。
『
居
家
必
用
』
な
る
書
物
は
、
た
だ
家
に
居
る
と
き
だ
け
に
役
立
つ
も
の

で
は
な
い
。
官
職
に
居
る
と
き
に
も
ま
た
不
可
欠
の
書
物
で
あ
る
。
本
朝
(
明

王
朝
)
の
宮
廷
の
書
庫
に
は
す
で
に
刻
版
本
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
物

が
大
き
く
て
重
く
、
携
帯
袋
に
入
れ
る
に
は
不
便
で
あ
っ
た
。
方
泉
洪
君
・
子

美
は
こ
れ
を
整
理
し
て
小
型
に
し
た
。
テ
キ
ス
ト
を
対
照
校
訂
し
て
い
る
が
、

精
密
厳
格
な
る
こ
と
は
前
刻
に
ま
さ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
方
泉
君
の
家
庭
で

の
身
の
処
し
方
た
る
や
、
祭
杷
は
誠
敬
の
心
を
極
め
、
饗
宴
は
洗
練
を
極
め
'
て

お
り
、
弟
達
に
対
す
る
と
き
に
も
思
い
や
り
を
そ
な
え
、
父
妾
に
仕
え
る
と
き

に
も
礼
を
そ
な
え
て
い
た
。
文
章
や
絵
画
の
腕
前
は
す
べ
て
一
流
の
技
を
持
つ

て
い
る
。
竹
の
一
枝
を
揮
毒
し
た
の
を
見
る
と
、
ま
こ
と
に
蘇
戟
や
文
同
の
遺

し
た
あ
の
極
意
を
会
得
し
て
い
る
。
(
そ
の
伝
で
い
く
と
)
方
泉
洪
君
は
こ
の
書

に
お
い
て
も
多
く
の
極
意
を
会
得
し
て
い
る
は
ず
だ
。
た
だ
暗
に
奥
深
い
道
に

合
致
す
る
の
み
で
は
な
い
。
も
し
家
に
居
る
者
が
ま
こ
と
に
こ
の
書
を
得
て
こ

れ
に
順
い
活
用
し
て
い
く
な
ら
ば
、
わ
が
身
は
修
ま
り
、
わ
が
家
は
と
と
の
う

で
あ
ろ
う
。
わ
が
家
が
と
と
の
い
、
さ
ら
に
は
国
家
が
治
ま
る
で
あ
ろ
う
。
そ

の
功
業
は
さ
さ
や
か
な
補
助
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

嘉
靖
三
十
九
年
(
一
五
六
O
)
夏
五
月
銭
唐

田
汝
成
撰
す
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(
補
註
)
蘇
文
蘇
は
蘇
戟
(
一
O
三
六
3

一
一
O

一
)
、
北
宋
の
政
治
家
、
唐

宋
八
大
家
の
一
人
、
東
城
居
士
。
学
術
に
深
く
、
詩
文
に
優
れ
、
書
画
も
巧
み

で
あ
っ
た
。
文
は
文
同
(
一

O
一
七
i

一
O
七
九
)
、
北
宋
、
元
豊
年
間
、
湖
州

太
守
と
な
る
。
故
に
文
湖
州
と
も
い
う
。
詩
文
や
書
道
に
優
れ
た
才
を
そ
な
え

て
い
た
。
両
者
は
親
交
が
あ
り
、
と
も
に
竹
画
を
得
意
と
し
た
。4

田
汝
成

『
明
史
』
列
停
に
そ
の
名
が
あ
る
。
字
は
叔
禾
、
銭
塘
の
人
(
現
在

の
斯
江
省
杭
州
市
)
、
嘉
靖
五
年
に
進
士
と
な
り
、
官
職
に
つ
き
、
『
炎
徴
紀
聞
』
、

『
西
湖
辞
覧
志
』
を
著
わ
す
。

『
周
書
秘
奥
醤
造
宅
経
』

一
.
(
原
文
)
屋
宅
舎
欲
左
有
流
水
。
調
之
青
龍
。
右
有
長
道
、
謂
之
白
虎
。
前

有
汗
池
、
謂
之
朱
雀
。
後
有
丘
陵
、
謂
之
玄
武
。
為
最
貴
地
。
若
無
此
相
凶
。

不
然
種
樹
。
東
種
桃
柳
、
南
種
梅
裏
、
西
楯
検
、
北
奈
杏
。
宅
東
有
杏
凶
。
宅

北
有
李
、
宅
西
有
桃
、
皆
為
淫
邪
。
宅
西
有
柳
、
為
被
刑
致
。
宅
東
種
柳
益
馬
、

宅
西
種
棄
益
牛
。
中
門
有
棟
、
富
貴
三
世
。
宅
後
有
検
、
百
鬼
不
敢
近
。

(
校
勘
)
「
屋
宅
舎
」
、
朝
鮮
本
は
「
屋
舎
宅
」
に
作
る
。

(
訓
読
)
屋
宅
舎
は
左
に
流
水
有
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
之
れ
を
青
龍
と
調
う
。

右
に
長
道
有
る
、
之
れ
を
白
虎
と
調
う
。
前
に
汗
池
有
る
、
之
れ
を
朱
雀
と
調

ぅ
。
後
に
丘
陵
有
る
、
之
れ
を
玄
武
と
謂
う
。
最
も
貴
き
地
な
り
。
若
し
此
のばい

そ
う

相
無
け
れ
ば
凶
。
然
ら

9

さ
れ
ば
樹
を
種
う
。
東
に
は
桃
柳
を
種
え
、
南
に
は
梅
棄

し
ゆ
だ
い
き
ょ
う

を
種
え
、
西
に
は
楯
検
、
北
に
は
奈
杏
。
宅
の
東
に
杏
有
ら
ば
凶
。
宅
の
北

に
李
有
り
、
宅
の
西
に
桃
有
ら
ば
、
皆
淫
邪
を
為
す
。
宅
の
西
に
柳
有
ら
ば
、

為
に
刑
裁
せ
ら
る
。
宅
の
東
に
柳
を
種
う
れ
ば
馬
を
益
し
、
宅
の
西
に
棄
を
植

う
れ
ば
牛
を
益
す
。
中
門
に
棟
有
ら
ば
、
富
貴
な
る
こ
と
三
世
た
り
。
宅
の
後

に
檎
有
ら
ば
、
百
鬼
敢
え
て
近
づ
か
ず
。

(
通
釈
)
屋
舎
は
左
(
東
)
に
流
水
が
あ
る
の
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
を
青
龍
と

い
う
。
右
(
西
)
に
長
道
が
あ
る
、
こ
れ
を
白
虎
と
い
う
。
前
(
南
)
に
池
が

あ
る
、
こ
れ
を
朱
雀
と
い
う
。
後
(
北
)
に
丘
陵
が
あ
る
、
こ
れ
を
玄
武
と
い

ぅ
。
(
居
宅
と
す
る
の
に
)
最
も
貴
い
地
相
で
あ
る
。
も
し
こ
の
地
相
が
な
け
れ

ば
凶
で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
樹
木
を
植
え
る
。
東
に
は
桃
・
柳
を
植
え
、
南

に
は
梅
・
喪
(
な
つ
め
)
を
植
え
、
西
に
は
楯
(
く
ち
な
し
)
・
検
(
に
れ
)
を

植
え
、
北
に
は
奈
(
か
ら
な
し
)
・
杏
(
あ
ん
ず
)
を
植
え
る
。
宅
地
の
東
に
杏

が
あ
れ
ば
凶
で
あ
る
。
宅
地
の
北
に
李
(
す
も
も
)
が
あ
り
、
宅
地
の
西
に
桃

が
あ
れ
ば
(
家
人
は
)
皆
淫
邪
を
な
す
。
宅
地
の
西
に
柳
が
あ
れ
ば
、
そ
の
た

め
に
処
刑
さ
れ
る
。
宅
地
の
東
に
柳
を
植
え
れ
ば
馬
を
増
や
し
、
宅
地
の
西
に

棄
(
な
つ
め
)
を
植
え
れ
ば
牛
を
増
や
す
。
中
門
に
棟
(
え
ん
じ
ゅ
)
が
あ
れ

ば
、
三
代
に
わ
た
り
富
貴
と
な
る
。
宅
地
の
背
後
(
北
)
に
檎
(
に
れ
)
が
あ

れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
鬼
が
あ
え
て
近
づ
く
こ
と
は
な
い
。

(
玉
全
解
釈
)
「
後
京
極
院
殿
御
説
」

青
龍
の
替
り
に
柳
九
本
を
植
る
。
白
虎
の
替
り
に
撒
七
本
を
植
る
。
朱
雀
の



替
り
に
桂
九
本
を
植
る
。
玄
武
の
替
り
に
撒
三
本
を
植
る
。

右
は
役
木
た
る
故
印
す
。
然
れ
ど
も
四
仲
、
中
隅
ど
も
に
花
の
色
、
木
の
生

(
性
)
、
五
行
の
性
を
考
へ
、
吉
凶
を
撰
て
、
吉
木
数
多
が
ゆ
へ
一
木
二
木
を

以
て
判
断
を
印
。
先
南
に
梅
の
木
、
東
に
梅
の
木
有
時
は
、
老
人
の
色
情
、
家

内
不
和
合
あ
り
。
ま
た
長
子
に
崇
る
。
坤
に
梅
、
な
し
(
梨
)
の
木
有
ば
、
し

つ
(
疾
)
を
煩
ふ
。
婦
人
は
腹
は
(
張
)
る
の
病
を
煩
也
。
是
は
水
気
色
の
金

気
よ
り
お
こ
る
禍
也
。
予
是
迄
数
多
相
見
す
る
中
に
、
花
の
色
と
木
の
性
に
寄
、

崇
り
を
し
く
者
也
。
則
土
侍
に
も
是
を
出
す
。
能
々
勘
考
可
者
也
。
(
註
記

京
極
院
殿
」
は
「
後
京
極
良
経
」
。
引
用
文
は
橘
俊
綱
(
一O二
八
1

一
O
九
四
)

著
と
さ
れ
る
『
作
庭
記
』
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
玉
全
は
四
方
に
配
す
る
植
物

の
類
似
文
と
し
て
こ
れ
を
紹
介
し
て
い
る
。
5
)

二
.
(
原
文
)
凡
宅
東
下
西
高
、
富
貴
雄
豪
。
前
高
後
下
、
絶
無
門
戸
。
後
高
前
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下
、
多
足
牛
馬
。
凡
宅
地
欲
平
坦
。
名
目
梁
土
。
後
高
前
下
、
名
目
晋
土
。
居

之
並
吉
。
西
高
東
下
、
名
目
魯
士
、
居
之
富
貴
、
嘗
出
賢
人
。
前
高
後
下
、
名

日
楚
土
。
居
之
凶
。
四
面
高
中
央
下
、
名
目
衛
土
、
居
之
先
富
後
貧
。

ひ
く

(
訓
読
)
凡
そ
宅
は
東
下
く
西
高
き
は
、
富
貴
雄
豪
た
り
。
前
高
く
後
下
き
は
、

絶
え
て
門
戸
無
し
。
後
高
く
前
下
き
は
、
多
く
牛
馬
を
足
ら
す
。
凡
そ
宅
地
は

平
坦
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
名
づ
け
て
梁
土
と
日
う
。
後
高
く
前
下
き
は
、
名
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づ
け
て
晋
土
と
臼
う
。
之
れ
に
居
ら
ば
並
び
に
吉
。
西
高
く
東
下
き
は
、
名
づ

け
て
魯
土
と
日
う
。
之
れ
に
居
ら
ば
富
貴
に
し
て
、
嘗
に
賢
人
を
出
だ
す
べ
し
。

前
高
く
後
下
き
は
、
名
づ
け
て
楚
土
と
日
う
。
之
れ
に
居
ら
ば
凶
。
四
面
高
く

中
央
下
き
は
、
名
づ
け
て
衛
土
と
日
う
。
之
れ
に
居
ら
ば
先
に
富
む
も
後
に
貧

し
(
通
釈
)
お
よ
そ
宅
地
は
東
が
低
く
西
が
高
け
れ
ば
、
(
そ
の
家
は
)
富
貴
と
な

り
豪
傑
を
輩
出
す
る
。
(
宅
地
の
)
前
(
南
)
が
高
く
後
(
北
)
が
低
け
れ
ば
、

(
そ
の
家
の
)
血
脈
が
絶
え
る
。
(
宅
地
の
)
後
(
北
)
が
高
く
前
(
南
)
が
低

後

け
れ
ば
、
(
そ
の
家
は
)
多
く
の
牛
馬
を
持
つ
。
お
よ
そ
宅
地
は
平
坦
が
望
ま
し

い
。
こ
れ
を
名
づ
け
て
梁
土
と
い
う
。
(
宅
地
の
)
後
(
北
)
が
高
く
前
(
南
)

が
低
い
地
は
、
名
づ
け
て
晋
土
と
い
う
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
と
も
に
吉
で
あ

る
。
(
宅
地
の
)
西
が
高
く
東
が
低
い
地
は
、
名
づ
け
て
魯
土
と
い
う
。
こ
こ
に

居
住
す
れ
ば
富
貴
と
な
り
、
(
そ
の
家
は
)
賢
人
を
輩
出
す
る
。
(
宅
地
の
)
前

(
南
)
が
高
く
後
(
北
)
が
低
け
れ
ば
、
名
づ
け
て
楚
土
と
い
う
。
こ
こ
に
居

住
す
れ
ば
凶
で
あ
る
。
(
宅
地
の
)
四
方
が
高
く
中
央
が
低
い
地
は
、
名
づ
け
て

衛
土
と
い
う
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
最
初
は
富
む
が
後
に
は
貧
し
く
な
る
。

三
.
(
原
文
)
凡
宅
不
居
嘗
衝
口
慮
。
不
居
古
寺
廟
及
桐
社
、
鐘
冶
慮
。
不
居
草

木
不
生
慮
。
不
居
故
軍
営
戦
地
。
不
居
正
嘗
水
流
慮
。
不
居
山
脊
衝
慮
。
不
居

大
城
門
口
慮
。
不
居
封
獄
門
慮
。
不
居
百
川
口
慮
(
不
居
)
。

(
校
勘
)
「
不
居
百
川
口
慮
不
居
」
は
本
朝
本
、
朝
鮮
本
と
も
同
じ
。
「
不
居
百
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川
口
慮
不
居
」
の
末
尾
の
「
不
居
」
は
街
字
で
あ
ろ
う
。

ろ

(
訓
読
)
凡
そ
宅
は
衝
口
に
嘗
た
る
慮
に
は
居
ら
ず
。
古
き
寺
廟
及
び
桐
社
、
鐘

や
ふ
る

冶
の
慮
に
は
居
ら
ず
。
草
木
の
生
ぜ
ざ
る
慮
に
は
居
ら
ず
。
故
き
軍
営
戦
地
の

ま
さ
さ
ん
せ
き
あ
た

慮
に
は
居
ら
ず
。
正
に
水
流
に
嘗
た
る
慮
に
は
居
ら
ず
。
山
脊
の
衝
る
慮
に

は
居
ら
ず
。
大
城
の
門
口
の
慮
に
は
居
ら
ず
。
獄
門
に
封
す
る
慮
に
は
居
ら
ず
。

百
川
の
口
の
慮
に
は
居
ら
ず
。

(
通
釈
)
お
よ
そ
街
道
に
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
に
は
住
ま
な
い
。
昔
の
寺
や
廟
(
お

た
ま
や
)
、
桐
(
ほ
こ
ら
)
、
社
(
や
し
ろ
)
、
鍛
冶
場
の
跡
地
に
は
住
ま
な
い
。

草
木
が
は
え
な
い
と
こ
ろ
に
は
住
ま
な
い
。
昔
の
軍
の
陣
営
や
戦
場
の
跡
地
に

は
住
ま
な
い
。
水
の
流
れ
が
(
真
正
面
か
ら
)
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
に
は
住
ま
な

い
。
山
の
稜
線
の
先
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
は
住
ま
な
い
。
大
き
な
城
門
の
入
口

に
は
住
ま
な
い
。
獄
舎
の
門
に
向
か
い
あ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
住
ま
な
い
。

多
く
の
河
川
が
集
ま
る
河
口
に
は
住
ま
な
い
。

も
ろ
も
ろ

(
玉
全
解
釈
)
道
す
じ
正
面
に
あ
た
る
所
に
住
居
す
る
は
凶
也
。
諸
の
百
鬼

の
気
を
う
け
て
災
事
多
し
。
宮
寺
、
っ
か
(
塚
)
の
あ
と
に
住
す
る
こ
と
大
凶

れ
い
き

也
。
是
は
地
に
実
気
の
こ
り
、
発
達
な
き
故
な
り
。
又
い
ろ
り
(
囲
炉
裏
)
、
す

び
つ
(
炭
橿
)
、
惣
じ
て
常
に
大
火
た
(
焚
)
き
た
る
あ
と
は
、
地
に
生
気
な
き

故
に
繁
盛
な
し
。
故
に
長
住
な
り
が
た
し
。
草
木
生
ぜ
ざ
る
土
地
、
悪
土
に
し

て
天
の
陽
気
を
受
ざ
る
故
也
。
人
は
草
木
と
一
一
駄
な
れ
ば
、
繁
昌
発
達
の
気
な

し
。
心
得
べ
き
事
な
り
。
此
地
(
昔
の
軍
営
戦
地
)
は
高
人
気
あ
つ
ま
り
て
打

死
に
せ
し
者
多
く
、
う
ら
み
い
か
る
の
こ
ん
ぱ
く
(
魂
塊
)
残
り
て
人
を
害
す
。

多
難
病
を
煩
ふ
も
の
也
。
水
の
流
れ
来
る
に
家
の
正
面
に
む
か
へ
ば
、
水
気
荒

く
嘗
る
ゆ
へ
、
其
家
長
く
た
も
ち
が
た
く
貧
相
の
地
也
。
山
の
脊
に
嘗
る
と
こ

ろ
、
山
脈
を
う
け
ず
山
に
つ
き
出
さ
る
る
形
也
。
故
困
窮
し
て
内
乱
常
に
有
。

凶
也
。
大
城
の
門
に
向
か
い
て
住
居
す
る
時
は
、
大
人
は
格
別
の
沙
汰
な
く
、

次
々
の
人
大
凶
也
。
多
く
は
高
位
の
気
に
ま
け
る
故
也
。
牢
屋
の
口
に
居
れ
ば
、

答
人
の
訟
気
を
受
る
故
、
子
孫
に
災
あ
り
。
病
難
を
受
る
。
多
く
の
川
の
口
に

居
れ
ば
、
水
勢
に
あ
て
ら
れ
永
居
な
し
。

四
.
(
原
文
)
凡
宅
、
東
有
流
水
達
江
海
吉
。
東
有
大
路
貧
、
北
有
大
路
凶
、
南

有
大
路
富
貴
。

(
訓
読
)
凡
そ
宅
は
、
東
に
流
水
有
り
て
江
海
に
達
す
る
は
吉
。
東
に
大
路
有

る
は
貧
、
北
に
大
路
有
る
は
凶
、
南
に
大
路
有
る
は
富
貴
な
り
。

(
通
釈
)
お
よ
そ
宅
地
は
、
東
に
流
水
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
河
や
海
に
達
し
て

い
れ
ば
吉
で
あ
る
。
東
に
大
通
り
が
あ
れ
ば
(
そ
の
家
人
は
)
貧
し
く
、
北
に

大
通
り
が
あ
れ
ば
凶
で
あ
り
、
南
に
大
通
り
が
あ
れ
ば
富
貴
と
な
る
。

五
.
(
原
文
)
凡
樹
木
皆
欲
向
宅
吉
、
背
宅
凶
。

(
訓
読
)
凡
そ
樹
木
は
皆
宅
に
向
わ
ん
と
欲
す
る
は
吉
、
宅
に
背
く
は
凶
。

(
通
釈
)
お
よ
そ
樹
木
の
(
幹
枝
が
)
み
な
居
宅
の
ほ
う
を
向
い
て
い
れ
ば
吉
、



居
宅
に
そ
む
い
て
い
れ
ば
凶
で
あ
る
。

(
玉
全
解
釈
)
樹
木
、
家
に
枝
の
向
ふ
は
吉
、
外
へ
向
へ
ば
多
く
欠
落
す
る
人

あ
り
。

六
.
(
原
文
)
凡
宅
地
形
、
卯
酉
不
足
、
居
之
自
知
。
子
午
不
足
、
居
之
大
凶
。

子
丑
不
足
、
居
之
口
舌
。
南
北
長
東
西
狭
吉
。
東
西
長
南
北
狭
、
初
凶
後
吉
。

ぽ
ぅ
ゅ
う

(
訓
読
)
凡
そ
宅
地
の
形
は
、
卯
酉
足
ら
ざ
る
、
之
れ
に
居
ら
ば
自
如
た
り
。

し
ご
し
ち
ゅ
う

子
午
足
ら
ざ
る
、
之
れ
に
居
ら
ば
大
凶
。
子
丑
足
ら
ざ
る
、
之
れ
に
居
ら
ば
口

舌
あ
り
。
南
北
長
く
東
西
狭
け
れ
ば
吉
。
東
西
長
く
南
北
狭
け
れ
ば
、
初
め
は

凶
に
し
て
後
に
は
吉
。

(
通
釈
)
お
よ
そ
宅
地
の
形
は
、
卯
(
東
)
・
酉
(
西
)
方
が
か
け
て
い
る
と
、

こ
こ
に
住
む
と
安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
。
(
宅
地
の
)
子
(
北
)
・
午
(
南
)
方
が

か
け
て
い
る
と
大
凶
で
あ
る
。
(
宅
地
の
)
子
(
北
)
・
丑
(
北
北
東
)
方
が
か
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け
て
い
る
と
、
こ
こ
に
住
む
と
言
い
争
い
が
生
じ
る
。
(
宅
地
の
)
南
北
が
長
く

東
西
が
狭
い
と
、
(
こ
こ
に
住
む
と
)
吉
で
あ
る
。
(
宅
地
の
)
東
西
が
長
く
南

北
が
狭
い
と
、
(
こ
こ
に
住
む
と
)
最
初
は
凶
、
後
に
は
吉
と
な
る
。

(
玉
全
解
釈
)
卯
酉
の
不
足
、
南
の
陽
気
能
く
う
け
る
。
故
に
繁
昌
に
し
て
吉

也
。
土
蔵
建
る
も
北
南
長
き
は
吉
。
西
東
長
き
は
南
の
陽
を
ふ
さ
ぐ
。
故
に
凶

な
り
。
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七
.
(
原
文
)
凡
人
居
洪
潤
、
光
津
、
陽
気
者
吉
。
乾
燥
無
潤
津
者
凶
。

(
訓
読
)
凡
そ
人
居
は
洪
潤
、
光
津
、
陽
気
あ
る
者
は
吉
。
乾
燥
し
潤
津
無
き

者
は
凶
。

(
通
釈
)
お
よ
そ
人
の
住
む
居
宅
は
十
分
な
潤
い
が
あ
り
、
光
が
満
ち
、
陽
気

が
あ
る
の
は
吉
で
あ
る
。
乾
燥
し
て
潤
い
が
な
い
の
は
凶
で
あ
る
。

(
玉
全
解
釈
)
入
居
は
な
が
れ
う
る
お
(
潤
)
い
有
て
、
つ
や
(
艶
)
あ
る
を

陽
気
と
云
。
此
地
面
大
に
吉
。
入
居
地
面
か
は
(
乾
)
き
て
う
る
お
い
な
き
は

凶
な
り
。
土
を
手
に
て
つ
か
み
て
も
か
た
ま
ら
ざ
る
土
な
り
。

八
.
(
原
文
)
凡
宅
前
低
後
高
、
世
出
英
豪
。
前
高
後
低
、
長
幼
昏
迷
。
左
下
右

昂
、
男
子
柴
昌
。
陽
宅
則
吉
、
陰
宅
不
強
。
右
下
左
高
、
陰
宅
豊
豪
、
陽
宅
非

吉
。
主
必
奔
逃
。

(
校
勘
)
「
柴
昌
」
、
朝
鮮
本
は
「
管
昌
」
に
作
る
。

よ
よ

(
訓
読
)
凡
そ
宅
は
前
低
く
後
高
き
は
、
世
英
豪
を
出
す
。
前
高
く
後
低
き
は
、

ひ
く
た
か

長
幼
昏
迷
す
。
左
下
く
右
昂
き
は
、
男
子
柴
昌
す
。
陽
宅
な
れ
ば
則
ち
吉
、
陰

宅
は
強
か
ら
ず
。
右
下
く
左
高
き
は
、
陰
宅
は
豊
豪
な
る
も
、
陽
宅
は
吉
に
あ

あ
る
じ

ら
ず
。
主
は
必
ず
奔
逃
す
。

(
通
釈
)
お
よ
そ
宅
地
は
前
(
南
)
が
低
く
後
(
北
)
が
高
い
と
、
(
そ
の
家
は
)

世
々
英
雄
・
豪
傑
を
輩
出
す
る
。
(
宅
地
の
)
前
(
南
)
が
高
く
後
(
北
)
が
低

い
と
、
(
そ
の
家
は
)
老
い
も
若
き
も
暗
愚
で
あ
る
。
(
宅
地
の
)
左
(
東
)
が
低
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く
右
(
西
)
が
高
い
と
、
(
そ
の
家
の
)
男
子
は
繁
栄
す
る
。
陽
宅
(
居
宅
)
な

ら
ば
吉
、
陰
宅
(
墳
墓
)
な
ら
ば
(
そ
の
運
気
は
)
強
く
な
い
。
(
宅
地
の
)
右

(
西
)
が
低
く
左
(
東
)
が
高
い
と
、
陰
宅
な
ら
ば
豊
か
で
力
強
い
が
、
陽
宅

な
ら
ば
不
吉
で
あ
る
。
(
そ
の
家
の
)
主
人
は
必
ず
出
奔
す
る
。

(
玉
全
解
釈
)
前
ひ
く
(
低
)
く
う
し
ろ
高
き
は
す
ぐ
れ
た
る
、

つ
よ
き
人
出

る
也
。
是
は
軍
の
そ
な
へ
の
ご
と
く
、
ひ
く
(
低
)
き
に
で
き
(
敵
)
を
お
き

て
高
き
所
よ
り
た
た
か
う
時
は
、
勝
利
あ
る
こ
と
う
た
が
い
な
し
。
故
に
此
利

ひ
く
く

を
以
て
万
事
を
お
し
回
し
て
判
断
し
て
吉
。
左
に
下
、
右
た
か
き
は
陽
宅
の
備

ゆ
へ
に
男
子
は
栄
え
、
は
ん
目
す
る
也
。
陰
宅
は
凶
な
り
。
是
則
日
輪
を
う
け

る
備
な
り
。
日
を
う
け
で
は
高
物
成
長
を
す
る
故
也
。
日
陰
な
る
時
、
く
さ
木

と
も
に
生
立
こ
と
あ
(
悪
)
し
き
事
、
是
目
前
な
り
。

九
.
(
原
文
)
雨
新
央
故
、
死
須
不
住
。
雨
故
爽
新
、
光
頴
宗
親
。
新
故
倶
半
、

陳
粟
朽
貫
。

か
な
ら
と
ど

故
き
を
央
ま
ば
、
死
し
て
須
ず
住
ま
ら
ず
。
南
故
新
し

ぞ
く
ふ
る
ぬ
き

き
を
央
ま
ば
、
宗
親
を
光
頴
す
。
新
故
倶
に
半
ば
す
れ
ば
、
粟
を
陳
く
し
貫
を

く
た朽

す
。

訓
読
)
雨
新

(
通
釈
)
両
側
の
新
し
い
家
が
古
い
家
を
は
さ
む
よ
う
に
建
つ
な
ら
ば
、
(
そ
の

家
人
は
)
死
ん
で
か
な
ら
ず
(
家
は
)
長
続
き
し
な
い
。
両
側
の
古
い
家
が
新

し
い
家
を
は
さ
む
よ
う
に
建
つ
な
ら
ば
、
(
そ
の
家
の
)
一
族
の
名
を
世
に
あ
ら

わ
し
、
大
い
に
繁
栄
す
る
。
新
し
い
家
と
古
い
家
が
あ
い
な
か
ば
し
て
建
つ
な

ら
ば
、
穀
物
が
ふ
る
く
な
る
ほ
ど
に
余
り
、
財
は
銭
差
し
が
腐
る
ほ
ど
に
蓄
積

さ
れ
る
。

(
玉
全
解
釈
)
つ
つ
く
り
(
繕
)
、
ふ
し
ん
(
普
請
)
の
時
、
直
中
を
の
こ
し
て

両
方
を
あ
た
ら
し
く
造
作
を
な
す
時
は
、
妻
子
、
け
ん
ぞ
く
(
春
属
)
の
不
幸

多
し
。
高
端
に
さ
か
さ
ま
事
お
お
し
。
造
作
古
き
所
を
両
方
に
の
こ
し
て
正
中

を
建
立
す
る
時
は
、
世
け
ん
へ
名
を
発
し
て
は
ん
じ
ゃ
う
(
繁
昌
)
す
る
な
り
。

又
親
る
い
又
家
内
も
和
合
し
て
吉
。

十
.
(
原
文
)
賓
東
空
西
、
家
無
老
妻
。
有
西
無
東
、
家
無
老
翁
。

み

(
訓
読
)
東
に
賓
ち
て
西
に
空
し
け
れ
ば
、
家
に
老
妻
無
し
。
西
有
り
て
東
無

け
れ
ば
、
家
に
老
翁
無
し
。

(
通
釈
)
(
宅
地
の
)
東
に
建
物
が
集
ま
っ
て
西
が
空
地
な
ら
ば
、
そ
の
家
に
は

老
妻
は
い
な
い
。
(
宅
地
の
)
西
に
建
物
が
集
ま
っ
て
東
が
空
地
な
ら
ば
、
そ
の

家
に
は
老
夫
が
い
な
い
。

(
玉
全
解
釈
)
東
方
宅
を
立
つ
め
て
西
の
方
を
空
地
と
す
る
時
、
老
母
な
き
形

な
り
。
是
西
は
女
の
主
る
所
也
。
然
る
に
明
地
に
し
て
用
ざ
る
象
な
り
。
此
意

よ
し

を
以
て
考
て
吉
。
是
は
妻
に
離
れ
る
象
也
。
西
に
宅
を
た
て
つ
づ
け
て
東
の
方

空
地
は
東
(
の
)
長
男
(
の
)
所
を
無
用
の
地
と
な
す
故
な
り
。
是
は
ご
け
(
後

家
)
と
成
象
也
。



十
一
.
(
原
文
)
壊
宅
留
屋
、
終
不
断
央
。
宅
材
鼎
新
、
人
望
千
春
。
薦
屋
半
柱
、

人
散
無
主
。
間
架
成
隻
、
潜
費
衣
食
。
接
棟
造
屋
、
三
年
一
突
。

(
校
勘
)
「
人
望
」
、
朝
鮮
本
は
「
人
旺
」
に
作
る
。

こ
ぽ

(
訓
読
)
宅
を
壊
ち
て
屋
を
留
む
れ
ば
、
終
に
突
す
る
を
断
た
ず
。
宅
材
鼎
新

せ
ん
お
く

な
ら
ば
、
人
望
千
春
な
ら
ん
。
薦
屋
半
柱
な
ら
ば
、
人
散
じ
て
主
無
し
。
間
架

せ
き
つ
隻
を
成
さ
ば
、
潜
か
に
衣
食
を
費
さ
ん
。
棟
を
接
ぎ
て
屋
を
造
ら
ば
、
三
年

に
一
た
び
央
せ
ん
。

(
通
釈
)
居
宅
を
壊
し
て
屋
根
を
残
し
て
お
く
と
、
ず
っ
と
突
泣
す
る
よ
う
な

不
幸
が
続
く
。
住
宅
の
建
材
を
あ
た
ら
し
く
り
っ
ぱ
に
す
れ
ば
、
(
そ
の
家
の
)

人
は
末
長
く
人
望
が
得
ら
れ
る
。
草
葺
屋
根
に
半
分
の
柱
を
用
い
る
な
ら
ば
、

家
人
は
散
り
散
り
と
な
り
、
(
そ
の
家
の
)
主
人
は
い
な
く
な
る
。
間
架
を
片
方

に
す
る
な
ら
ば
、
知
ら
ぬ
聞
に
衣
食
を
浪
費
す
る
。
棟
木
を
接
い
で
屋
根
を
造

る
な
ら
ば
、
三
年
に
一
度
は
央
泣
す
る
よ
う
な
不
幸
な
こ
と
が
お
こ
る
。

『周書秘奥管造宅経』訳注 I

(
玉
全
解
釈
)
屋
子
半
分
切
ち
ぢ
め
る
事
な
り
。
切
ち
ぢ
め
造
作
し
て
住
居
す

る
時
は
な
げ
き
事
た
へ
ず
。
新
し
く
造
か
へ
て
小
さ
く
し
て
住
て
吉
。
古
き
を

取
梯
ふ
也
。
家
道
具
う
つ
は
(
器
)
も
の
新
し
き
を
吉
と
す
。
是
は
繁
盛
し
て

の
ち
に
造
作
す
る
事
故
也
。
吉
向
撰
(
び
て
)
造
作
(
の
)
成
(
る
)
時
は
、

大
に
吉
時
連
々
来
る
こ
と
日
々
月
々
に
有
。
是
も
我
回
り
年
造
作
な
す
と
も
、

吉
方
吉
歳
を
不
得
、
反
て
是
よ
り
災
禍
多
く
、
不
幸
の
つ
づ
く
こ
と
有
。
可
慎
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也
。
棟
を
つ
ぎ
て
造
作
す
る
こ
と
な
か
ら
し
め
よ
。
三
年
の
内
に
不
幸
に
あ
ふ
。

東
へ
つ
け
ば
実
子
の
長
子
を
こ
ろ
す
。
養
子
と
な
る
。

(
補
注
)
間
架
に
つ
い
て
は
、
十
九
に
も
「
屋
架
輿
間
不
欲
讐
、
須
隻
為
大
吉
」

と
あ
り
、
そ
こ
で
解
説
を
加
え
た
。

十
二
.
(
原
文
)
凡
住
祖
父
之
宅
而
欲
修
造
、
即
依
祖
上
作
陽
宅
、
陰
宅
運
用
方

隅
。
知
是
則
累
代
富
貴
、
子
孫
隆
盛
。
知
居
慮
不
利
、
即
宜
縛
陽
作
陰
。
或
移

陰
為
陽
吉
。

(
訓
読
)
凡
そ
祖
父
の
宅
に
住
み
て
修
造
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
即
ち
祖
上
に
依

り
て
陽
宅
を
作
り
、
陰
宅
は
方
隅
を
運
用
す
。
是
く
の
知
く
す
れ
ば
則
ち
累
代

富
貴
に
し
て
、
子
孫
隆
盛
な
ら
ん
。
如
し
居
慮
利
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
即
ち
宜
し

く
陽
を
縛
じ
て
陰
と
作
す
べ
し
。
或
い
は
陰
を
移
し
て
陽
と
為
さ
ば
吉
な
り
。

(
通
釈
)
お
よ
そ
祖
父
の
家
に
住
ん
で
、
そ
の
家
を
改
修
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

先
祖
伝
来
の
や
り
か
た
で
陽
宅
(
居
宅
)
を
造
作
し
、
陰
宅
(
墳
墓
)
は
四
隅

に
順
次
配
置
す
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
(
そ
の
家
は
)
代
々
富
貴
で
あ
り
、

子
孫
は
繁
栄
す
る
。
も
し
居
所
に
不
便
が
あ
る
な
ら
ば
、
陽
を
転
じ
て
陰
と
す

れ
ば
よ
い
。
あ
る
い
は
陰
を
陽
に
移
せ
ば
吉
と
な
る
。

十
三
.
(
原
文
)
凡
人
居
止
之
室
、
必
須
周
密
。
勿
令
有
細
隙
致
有
風
気
得
入
。

小
覚
有
風
、
勿
強
忍
之
。
久
坐
必
須
急
急
避
之
。

す
べ
か
ら
さ
い
げ
き

(
訓
読
)
凡
そ
人
の
居
止
の
室
は
、
必
ず
須
く
周
密
な
る
べ
し
。
細
隙
有
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す
こ

り
て
風
気
有
る
を
致
し
て
入
る
を
得
さ
し
む
る
な
か
れ
。
小
し
く
風
有
る
を
貴

ゆ
れ
ば
、
強
い
て
之
れ
を
忍
ぶ
こ
と
な
か
れ
。
久
し
く
坐
す
れ
ば
必
ず
須
く
急

急
に
之
れ
を
避
く
べ
し
。

(
通
釈
)
お
よ
そ
人
が
日
常
過
ご
す
室
内
は
、
か
な
ら
ず
き
っ
ち
り
密
閉
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
ず
か
な
隙
聞
が
あ
り
(
そ
こ
か
ら
)
風
が
室
内

に
吹
き
こ
む
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
少
し
で
も
風
を
感
じ
た
な
ら
ば
、

無
理
に
こ
れ
を
我
慢
し
て
は
い
け
な
い
。
長
い
間
坐
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
か
な

ら
ず
早
く
退
い
て
こ
れ
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
四
.
(
原
文
)
居
慮
不
得
締
膿
華
麗
。
令
人
食
埜
無
厭
。
乃
患
害
之
源
。
但
令

雅
素
浄
潔
。

き
び
か
れ
い
た
ん
ら
ん
あ

(
訓
読
)
居
慮
は
締
廓
華
麗
な
る
を
得
ず
。
人
を
し
て
貧
埜
に
し
て
厭
く
こ
と

た

無
か
ら
し
む
。
乃
ち
患
害
の
源
た
り
。
但
だ
雅
素
に
し
て
浄
潔
な
ら
し
む
。

(
通
釈
)
居
所
は
過
度
に
飾
り
た
て
て
華
美
に
し
て
は
い
け
な
い
。
(
そ
の
家
の
)

住
人
を
食
欲
で
満
足
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
災
い
の
も
と
で
あ

る
。
た
だ
上
品
で
清
潔
に
す
る
の
が
よ
い
。

十
五
.
(
原
文
)
蓋
屋
布
橡
、
不
得
嘗
柱
頭
梁
上
著
。
須
是
雨
漫
騎
梁
著
。
云
不

得
以
小
厭
大
也
。

が
い
お
く
ふ
て
ん
ち
ゅ
う
と
う
り
ょ
う
じ
よ
う
つ

(
訓
読
)
蓋
屋
の
布
橡
は
、
柱
頭
梁
上
に
首
た
り
て
著
く
る
を
得
ず
。

は
り
ま
た
あ
っ

須
く
是
れ
雨
遺
梁
を
騎
ぎ
て
著
く
べ
し
。
小
を
以
て
大
を
座
す
る
を
得
ざ
る
を

云
う
な
り
。

(
通
釈
)
屋
根
を
支
え
る
垂
木
(
橡
)
は
、
柱
の
頭
、
梁
の
上
に
あ
た
る
と
こ

ろ
に
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。
両
辺
の
梁
を
ま
た
ぐ
形
で
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

小
事
で
大
事
を
お
さ
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
玉
全
解
説
)
屋
根
を
ふ
く
(
葺
く
)
時
に
、
た
る
木
(
垂
木
)
を
柱
の
上
う

つ
は
り
(
梁
)
の
上
に
打
事
な
か
れ
。
最
大
な
る
物
を
小
を
以
て
を
さ
え
る
時
、

陰
を
以
て
陽
を
包
む
か
た
ち
也
。
家
内
人
気
逆
に
な
り
て
、
妻
は
夫
を
な
じ
り
、

下
人
は
主
人
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
有
。
此
造
作
今
世
に
多
き
故
に
家
内

不
和
合
な
る
家
多
し
。

(
補
注
)
榛
は
垂
木
の
こ
と
。
(
中
国
工
程
部
建
築
科
学
研
究
員
建
築
理
論
お
よ

び
歴
史
研
究
室
・
中
国
建
築
史
編
集
委
員
会
編
、
田
中
淡
訳
編
『
中
国
建
築
の

歴
史
』
(
平
凡
社

一
九
八
一
、
二
三
頁
参
照
)

十
六
.
(
原
文
)
凡
造
屋
切
忌
先
築
塘
圏
井
外
門
。
必
難
成
。
凡
起
新
屋
、
防
木

匠
放
木
筆
於
屋
柱
下
。
令
人
家
不
吉
。
更
防
有
倒
木
作
柱
、
令
人
不
吉
。

(
校
勘
)
「
新
屋
」
、
朝
鮮
本
は
「
新
房
屋
」
に
作
る
。

し
よ
う
い
な
ら

(
訓
読
)
凡
そ
屋
を
造
る
に
切
に
先
ず
堵
圏
井
び
に
外
門
を
築
く
こ
と
を
忌

む
。
必
ず
成
り
難
し
。
凡
そ
新
屋
を
起
こ
す
に
、
木
匠
の
木
筆
を
屋
柱
の
下
に

々
己-
D

放
つ
を
防
ぐ
。
人
家
を
し
て
不
吉
な
ら
し
む
。
更
に
木
を
倒
さ
に
し
て
柱
を
作



る
こ
と
有
る
を
防
ぐ
。
人
を
し
て
不
吉
な
ら
し
む
。

(
通
釈
)
お
よ
そ
家
屋
を
造
作
す
る
と
き
は
、
必
ず
先
に
垣
根
や
外
門
を
築
く

こ
と
を
忌
む
。
(
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
家
は
)
か
な
ら
ず
落
成
し
な
い
。
お
よ

そ
家
屋
を
新
築
す
る
の
に
、
大
工
の
木
筆
を
屋
柱
の
下
に
放
置
し
て
は
い
け
な

い
。
家
人
に
不
吉
を
も
た
ら
す
。
さ
ら
に
木
を
さ
か
さ
に
し
て
柱
と
し
て
は
い

け
な
い
。
家
人
に
不
吉
を
も
た
ら
す
。

(
註
記
)
木
筆

大
工
な
ど
が
、
線
書
き
な
ど
に
用
い
る
へ
ら
状
の
竹
筆
。

(
玉
全
解
説
)
家
造
作
の
時
に
大
工
の
す
み
さ
し
(
墨
差
し
)
を
柱
の
下
に
お

く
こ
と
、
甚
不
吉
な
り
。

十
七
.
(
原
文
)
起
宅
畢
、
其
門
刷
以
醇
酒
、
及
散
香
末
。
蓋
槽
神
之
至
也
。

お
わ
は
じ
ゅ
ん
し
ゅ

(
訓
読
)
宅
を
起
こ
し
畢
れ
ば
、
其
の
門
は
刷
く
に
醇
酒
以
て
し
、
及
び
香

ま
け
だ

末
を
散
く
。
蓋
し
神
の
至
る
に
種
す
る
な
り
。

『周書秘奥営造宅経』訳注 I

(
通
釈
)
お
よ
そ
居
宅
造
営
が
完
成
し
た
な
ら
ば
、
醇
酒
で
家
の
門
を
ふ
き
清

め
、
香
の
粉
末
を
ま
く
。
神
々
の
到
来
に
礼
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

(
玉
全
解
説
)
惣
じ
て
造
作
出
来
の
上
に
て
は
先
門
戸
、
又
町
人
な
ど
は
門
口

は
人
神
の
出
入
の
始
め
る
所
也
。
故
に
不
浄
な
る
時
は
邪
気
往
来
を
な
す
。
故

に
病
難
災
禍
事
多
出
来
る
者
な
り
。
清
浄
な
る
時
は
鬼
神
近
よ
る
こ
と
能
は
ず
。

神
悌
是
を
守
る
。
故
に
よ
き
酒
を
以
て
柱
を
よ
く
よ
く
ふ
き
、
其
あ
と
に
香
未
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を
た
き
清
く
す
る
は
福
神
の
来
る
を
ま
つ
也
。
是
病
難
災
禍
を
追
ふ
も
の
也
。

十
八
.
(
原
文
)
人
家
不
可
多
種
芭
蕉
。
久
而
招
崇
。
「
(
註
)
又
云
、
人
家
房
戸

前
不
宜
多
種
芭
蕉
。
俗
云
引
鬼
。
又
云
、
婦
人
得
血
疾
。
」
住
宅
四
畔
竹
木
青

翠
進
財
。

(
訓
読
)
人
家
に
多
く
芭
蕉
を
植
う
べ
か
ら
ず
。
久
し
く
し
て
崇
り
を
招
く
。

「
(
註
)
又
云
く
、
人
家
の
房
戸
の
前
に
宜
し
く
多
く
芭
蕉
を
植
う
べ
か
ら
ず
、

と
。
俗
に
鬼
を
引
く
と
云
う
。
文
云
く
、
婦
人
は
血
疾
を
得
、
と
。
」
住
宅
の
四

畔
に
竹
木
青
翠
な
ら
ば
財
を
進
め
ん
。

(
通
釈
)
人
家
に
多
く
芭
蕉
を
植
え
て
は
な
ら
な
い
。
い
つ
ま
で
も
崇
り
を
招

く
。
「
(
註
)
ま
た
い
う
、
家
の
寝
室
の
前
に
は
多
く
芭
蕉
を
植
え
て
は
な
ら
な

い
。
俗
に
鬼
を
呼
び
こ
む
と
い
う
。
ま
た
婦
人
は
血
の
病
に
か
か
る
、
と
い
う
。
」

住
宅
の
周
り
に
竹
木
が
青
々
と
茂
っ
て
い
る
と
、
財
を
も
た
ら
す
。

(
玉
全
解
説
)
人
家
ぐ
る
り
に
勢
ひ
よ
く
青
々
と
竹
木
生
ず
所
は
、
地
せ
い
(
地

勢
)
よ
き
、
故
に
住
人
も
又
繁
自
な
す
も
の
な
り
。
故
に
年
々
宝
の
ふ
え
る
象

な
り
。
然
れ
ど
も
古
木
大
木
は
反
て
家
を
克
す
る
故
に
嫌
ふ
者
也
。

十
九
.
(
原
文
)
屋
架
奥
間
不
欲
型
。
須
隻
為
大
吉
。
水
篇
頭
相
射
、
主
殺
傷
。

内
射
外
、
外
人
死
。
外
射
内
、
内
入
賞
。

(
校
勘
)
「
外
人
死
」
、
朝
鮮
本
は
「
人
死
」
に
作
る
。

そ
う
か
な
ら

(
訓
読
)
屋
架
と
聞
と
は
讐
な
る
を
欲
せ
ず
。
須
ず
隻
な
ら
ば
大
吉
と
為
す
。

す
い
え
ん
と
う
あ
る
じ

水
篇
頭
相
射
れ
ば
、
主
殺
傷
せ
ら
る
。
内
よ
り
外
を
射
れ
ば
、
外
人
死
す
。
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外
よ
り
内
を
射
れ
ば
、
内
入
賞
る
。

(
通
釈
)
家
屋
の
架
と
聞
と
は
偶
数
に
す
る
の
は
よ
く
な
い
。
必
ず
奇
数
に
す

れ
ば
大
吉
で
あ
る
。
軒
(
篇
)
の
先
が
相
手
を
射
る
形
で
あ
る
な
ら
ば
、
(
そ
の

家
の
)
主
人
が
殺
傷
さ
れ
る
。
内
よ
り
外
に
向
か
っ
て
射
る
形
で
あ
る
な
ら
ば
、

家
人
が
あ
た
っ
て
死
ぬ
。

(
そ
の
家
の
)
外
の
人
が
死
ぬ
。
外
よ
り
内
に
向
っ
て
射
る
形
で
あ
る
な
ら
ば
、

(
補
註
)
間
と
は
建
築
物
の
正
面
、
間
口
の
柱
間
数
で
あ
る
。
架
は
側
面
・
奥

行
き
の
方
向
に
梁
・
束
を
積
み
重
ね
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
数
。
(
前
掲
『
中
国
建
築

の
歴
史
』
一
一
九
頁
を
参
照
。
)
明
の
『
魯
斑
経
』
で
は
造
屋
の
間
数
に
つ
い
て
、

三
間
吉
、
四
間
凶
、
五
間
吉
、
六
間
凶
、
七
間
吉
、
八
間
凶
、
九
間
吉
と
あ
り
、

奇
数
を
吉
と
し
て
い
る
。
同
じ
く
『
魯
班
経
』
で
は
架
に
つ
い
て
、
三
、
玉
、

七
、
九
架
の
場
合
を
挙
げ
、
間
と
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
。
間
架
は
造
置
の
基

本
構
成
を
な
す
が
、
奇
数
が
基
準
と
さ
れ
て
い
た
。

図 1 架数について
上は五架、下は七架。

二
0
.
(原
文
)
凡
屋
外
簿
、
贋
閤
為
上
。
不
得
逼
促
-
斜
雨
液
壁
、
家
多
痢
疾
。

風
吹
不
著
、
不
用
服
薬
。
癖
屋
漏
紫
、
新
婦
無
良
。

唱
う
か
つ
ひ
っ
そ
く

(
訓
読
)
凡
そ
屋
外
の
篇
は
、
慶
闘
な
る
を
上
と
為
す
。
逼
促
な
る
を
得
ず
。

は
じ
っ

斜
雨
壁
に
瀬
か
ば
、
家
に
は
痢
疾
多
し
。
風
吹
き
て
著
か
ざ
れ
ば
、
服
薬
を
用

か
い
お
く
ろ
う
し
よ
う

い
ず
。
癖
屋
漏
柴
す
れ
ば
、
新
婦
良
き
こ
と
無
し
。

(
通
釈
)
お
よ
そ
屋
外
の
軒
(
篇
)
は
広
く
深
い
の
が
最
上
で
あ
る
。
狭
く
て

浅
い
の
は
い
け
な
い
。
斜
め
に
吹
き
こ
む
雨
が
壁
を
は
じ
く
な
ら
ば
、
家
人
は

下
痢
を
患
う
こ
と
が
多
い
。
家
の
内
に
風
が
吹
き
こ
ま
な
け
れ
ば
、
(
家
人
は
)

薬
を
服
せ
ず
に
す
む
。
屋
根
が
雨
漏
り
す
れ
ば
、
(
家
の
)
新
婦
に
良
く
な
い
。

二
一
.
(
原
文
)
梁
棟
偏
敬
、
家
多
是
非
。
屋
勢
傾
斜
、
賭
博
貧
北
川

ι
瓦
移
棟
催
、

子
孫
貧
車
。り

よ
う
と
う
へ
ん
き

(
訓
読
)
梁
棟
偏
敬
す
れ
ば
、
家
に
是
非
多
し
。
屋
勢
傾
斜
す
れ
ば
、
賭
博

む
さ
ぼ
く
だ
ひ
ん
る
い

し
て
花
を
食
ら
ん
。
瓦
移
り
て
棟
擢
か
る
れ
ば
、
子
孫
貧
癒
す
。

(
通
釈
)
梁
と
棟
木
が
傾
い
て
い
れ
ば
、
そ
の
家
に
も
め
ご
と
が
多
い
。
屋
根

が
傾
い
て
い
れ
ば
、
(
家
人
は
)
か
け
事
を
し
て
色
事
を
食
り
求
め
る
。
瓦
が
ず

れ
て
棟
木
が
壊
れ
る
と
、
(
そ
の
家
は
)
子
孫
が
貧
し
く
衰
え
る
。

二
二
.
(
原
文
)
凡
柱
尾
為
斗
、
妨
尾
為
升
。
升
在
斗
下
為
不
順
。
主
有
不
孝
子

弟
。
斗
在
升
下
大
吉
。
凡
桁
梁
以
木
頭
朝
柱
、
主
人
大
吉
、
水
匠
有
成
。



(
校
勘
)
「
水
匠
」
、
朝
鮮
本
は
「
木
匠
」
に
作
る
。

ち
ゅ
う
ぴ
ぼ
う
ぴ

(
訓
読
)
凡
そ
柱
尾
を
斗
と
為
し
、
坊
尾
を
升
と
為
す
。
升

斗
下
に
在
る

を
不
順
と
為
す
。
主
は
不
孝
の
子
弟
有
り
。
斗

う
り
ょ
う
あ
っ

凡
そ
桁
梁
は
木
頭
を
以
て
柱
に
朝
む
れ
ば
、
主
人
大
吉
に
し
て
、
水
匠
成
る

有
り
。

升
下
に
在
る
は
大
吉
な
り
。

通
釈
)
お
よ
そ
柱
の
上
(
の
部
材
)
を
斗
と
い
い
、
桁
(
坊
)
の
上
(
の
部

材
)
を
升
と
い
う
。
升
が
斗
の
下
に
あ
る
の
は
不
順
で
あ
る
。
(
そ
の
家
の
)
主

人
は
親
不
孝
な
子
弟
を
も
っ
。
斗
が
升
の
下
に
あ
る
の
は
大
吉
で
あ
る
。
お
よ

な
り
、
雨
じ
ま
い
が
う
ま
く
ゆ
く
。

そ
桁
梁
(
け
た
ば
り
)
は
木
の
先
端
を
柱
に
集
め
る
と
、
家
の
主
人
は
大
吉
と
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妨(桁)
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図 2 木造建築の基本構造
図の出典 中国工程部建築科学研究員建築理論
および歴史研究室・中国建築史編集委員会編、田
中淡訳編『中国建築の歴史~ (平凡社 1981) 175 
頁(宋の『営造方式j 大木作制度)
図をもとに部材名を新たに記載

(
補
註
)
斗
は
斗
棋
(
と
き
ょ
う
)
の
斗
。
斗
棋
は
柱
上
に
あ
り
、
軒
を
支
え

る
役
割
を
な
す
。
斗
(
ま
す
)
と
肘
木
(
ひ
じ
き
)
は
柱
上
の
組
物
の
総
称
。
日
本

の
社
寺
に
も
み
ら
れ
る
。
坊
は
日
本
で
い
う
桁
(
け
た
)
に
相
当
す
る
横
材
。
(
前

掲
『
中
国
建
築
の
歴
史
』
(
平
凡
社

一
九
八
二
二
三
頁
な
ど
を
参
照
。

二
三
.
(
原
文
)
宅
四
面
交
衝
、
使
子
孫
怯
弱
。
古
路
、
霊
壇
、
神
前
、
悌
後
、

水
田
、
嚢
竃
之
所
、
其
地
並
不
堪
居
。

き
ょ
う
じ
ゃ
く

(
訓
読
)
宅
の
四
面
交
衝
す
れ
ば
、
子
孫
を
し
て
怯
弱
な
ら
し
む
。
古
路
、

さ
ん
そ
う

霊
壇
、
神
前
、
備
後
、
水
田
、
奏
竃
の
所
は
、
其
の
地
並
び
に
居
る
に
堪
え
ず
。

(
通
釈
)
宅
の
四
面
に
(
道
路
等
が
)
交
錯
し
て
い
る
と
、
子
孫
を
虚
弱
に
さ

せ
る
。
古
道
や
霊
壇
、
神
社
の
前
、
仏
寺
の
背
後
、
水
田
や
竃
が
あ
っ
た
場
所
、

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
居
住
す
る
に
た
え
な
い
。

(
玉
全
解
説
)
惣
ジ
テ
此
地
(
霊
壇
な
ど
)
は
勢
ひ
な
く
、
又
は
実
気
残
る
も

の
な
り
。
故
に
此
地
に
住
居
す
れ
ば
災
禍
多
く
栄
昌
な
き
も
の
也
。

二
四
.
(
原
文
)
宅
若
前
高
後
下
、
法
主
、
孤
児
、
寡
婦
。
令
男
子
欄
情
、
使
女

子
淫
奔
。
宅
中
衆
水
在
任
、
養
蚕
桑
之
難
得
。

ひ
く

(
訓
読
)
宅
は
若
し
前
高
く
後
下
け
れ
ば
、
法
主
、
孤
児
、
寡
婦
あ
り
。
男
子

ら
ん
だ
い
ん
ぽ
ん

を
し
て
慨
情
な
ら
し
め
、
女
子
を
し
て
淫
奔
な
ら
し
む
。
宅
中
に
水
を
来
む
る

お
う
お
う

こ
と
託
証
た
ら
ば
、
蚕
桑
を
養
う
こ
と
之
れ
得
難
し
。
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(
通
釈
)
居
宅
は
も
し
前
方
(
南
)
が
高
く
後
方
(
北
)
が
低
い
と
、
法
主
や

孤
児
、
寡
婦
が
そ
の
家
か
ら
出
る
。
男
子
を
怠
惰
に
さ
せ
、
女
子
を
淫
乱
奔
放

に
さ
せ
る
。
宅
地
内
に
水
が
治
々
と
集
っ
て
い
る
と
、
養
蚕
を
い
と
な
む
の
は

難
し
い
。

(
玉
全
解
説
)
宅
の
前
の
高
く
、
う
し
ろ
ひ
く
き
は
逆
そ
な
へ
と
云
て
陰
重
の

備
ゆ
へ
に
内
乱
生
じ
、
唯
し
子
供
す
く
な
く
、
男
子
あ
れ
ば
、
気
血
め
ぐ
り
あ

し
く
、
ぶ
し
ゃ
う
(
不
精
)
者
な
り
。
女
子
は
淫
乱
に
し
て
欠
お
ち
す
る
こ
と

あ
り
。
か
い
こ
(
蚕
)
は
清
く
し
て
不
浄
を
き
ら
う
も
の
な
り
。
水
気
多
き
時

は
、
陰
地
に
し
て
陽
気
な
し
。
故
に
か
い
こ
を
養
に
大
に
凶
な
り
。

二
五
.
(
原
文
)
屋
頭
有
度
衰
、
病
莫
不
由
斯
。
桑
樹
不
宜
作
屋
木
。
死
樹
不
宜

作
棟
梁
。

か
こ

(
訓
読
)
屋
頭
に
慶
の
衰
う
る
有
ら
ば
、
病
斯
れ
に
由
ら
ざ
る
な
し
。
桑
樹
は

宜
し
く
屋
木
と
作
す
べ
か
ら
ず
。
死
樹
は
宜
し
く
棟
梁
と
作
す
べ
か
ら
ず
。

(
通
釈
)
屋
根
の
ひ
さ
し
(
慶
)
が
朽
ち
て
い
る
と
、
病
気
は
す
べ
て
こ
れ
に

よ
っ
て
起
こ
っ
て
く
る
。
桑
の
木
を
屋
根
材
に
用
い
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。

枯
木
を
棟
木
や
梁
に
も
ち
い
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。

(
玉
全
解
説
)
家
造
作
、
栗
の
木
或
は
神
木
、
枯
木
を
用
る
、
大
凶
な
り
。
大

に
崇
り
災
禍
あ
り
て
困
窮
す
る
。

二
六
.
(
原
文
)
何
調
安
慮
。
日
、
非
華
堂
・
遼
宇
・
重
梱
・
慶
楊
之
謂
也
。
在

平
南
向
市
坐
、
東
首
而
寝
、
陰
陽
適
中
、
明
暗
相
半
。

す
い
う
ち
ょ
う
い
ん
こ
う
と
う

(
訓
読
)
何
を
か
安
慮
と
謂
う
。
日
く
、
華
堂
・
遼
宇
・
重
梱
・
贋
楊
の
謂

い
に
非
ざ
る
な
り
、
と
。
南
向
し
て
坐
し
、
東
首
し
て
寝
ね
、
陰
陽
適
中
し
、

明
暗
相
半
ば
す
る
に
在
り
。

(
通
釈
)
ど
う
い
う
家
を
安
ら
か
な
住
ま
い
と
い
う
の
か
。
そ
れ
は
、
華
や
か

な
座
敷
や
、
お
ご
そ
か
な
屋
根
、
幾
重
に
も
重
ね
た
布
団
、
広
い
腰
掛
な
ど
が

あ
る
家
で
は
な
い
。
南
向
き
に
坐
れ
、
東
を
枕
に
し
て
寝
ら
れ
、
陰
陽
が
ほ
ど

よ
く
中
を
得
て
、
明
暗
が
相
半
ば
す
る
家
こ
そ
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

二
七
.
(
原
文
)
屋
無
高
。
高
則
陽
盛
市
明
多
。
屋
無
卑
。
卑
則
陰
盛
而
暗
多
。

故
明
多
則
傷
暁
、
暗
多
則
傷
魂
。
人
之
魂
陽
而
塊
陰
。
有
傷
明
暗
、
則
疾
病
生

駕
。
此
所
謂
居
慮
之
高
、
尚
使
之
然
。
況
天
地
之
気
、
有
充
陽
之
攻
肌
、
淫
陰

之
侵
韓
。
量
不
防
慎
哉
。

(
校
勘
)
「
量
不
防
慎
哉
」
、
朝
鮮
本
は
「
量
不
防
真
哉
」
に
作
る
。
朝
鮮
本
は

「
明
多
i

傷
魂
、
」
の
部
分
が
脱
落
し
、
二
八
の
「
以
通
其
外
曜
。
」
の
あ
と
に

挿
入
さ
れ
て
い
る
。

(
訓
読
)
屋
は
高
き
こ
と
無
か
れ
。
高
け
れ
ば
則
ち
陽
盛
ん
に
し
て
明
多
し
。
屋

ひ
く

は
卑
き
こ
と
無
か
れ
。
卑
け
れ
ば
則
ち
陰
盛
ん
に
し
て
暗
多
し
。
故
に
明
多
け

れ
ば
則
ち
塊
を
傷
り
、
暗
多
け
れ
ば
則
ち
魂
を
傷
る
。
人
の
魂
は
陽
に
し
て
塊
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は
陰
な
り
。
荷
し
明
暗
を
傷
れ
ば
、
則
ち
疾
病
こ
こ
に
生
ず
。
此
れ
所
調
居
慮

い
わ
こ
う
よ
う

の
高
き
す
ら
、
尚
お
之
れ
を
し
て
然
ら
し
む
。
況
ん
や
天
地
の
気
、
充
陽
の
肌

を
攻
め
、
淫
陰
の
抽
胞
を
侵
す
有
る
を
や
。
量
に
防
慎
せ
ざ
ら
ん
や
。

(
通
釈
)
屋
根
は
高
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
。
高
け
れ
ば
陽
気
が
旺
盛
で
、
明
が

多
す
ぎ
る
。
屋
根
は
低
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
。
低
け
れ
ば
陰
気
が
旺
盛
で
、
暗

や
ぷ

が
多
す
ぎ
る
。
だ
か
ら
、
明
が
多
け
れ
ば
塊
を
傷
り
、
暗
が
多
け
れ
ば
魂
を
傷

そ
こ
な

る
。
人
の
魂
は
陽
、
塊
は
陰
で
あ
る
。
明
暗
が
傷
わ
れ
る
と
、
疾
病
が
こ
こ
か

ら
生
じ
る
。
こ
れ
は
、
居
所
の
高
さ
で
す
ら
、
そ
う
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
し

て
天
地
の
気
は
、
陽
が
強
す
ぎ
る
と
人
の
肌
を
痛
め
、
陰
が
多
す
ぎ
る
と
体
を

蝕
む
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
こ

れ
を
防
ぎ
、
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
八
.

(
原
文
)
修
養
之
漸
、
慎
不
法
此
、
非
安
慮
之
叫
時
術
日
、
吾
所
居
室
、

『周書秘奥営造宅経』訳注 I

四
漫
皆
憲
戸
。
遇
風
即
闇
、
風
息
即
開
。
吾
所
居
座
、
前
簾
後
扉
。
太
明
則
下

簾
、
以
和
其
内
映
。
太
暗
則
捲
簾
、
以
通
其
外
曜
。
内
以
安
心
、
外
以
安
目
。

心
目
皆
安
、
則
身
安
突
。
明
暗
尚
然
、
況
太
多
事
慮
。
太
多
情
慾
。
量
能
安
其

内
外
哉
。
故
皐
道
之
士
、
必
以
安
慮
為
次
也
。

(
校
勘
)
「
償
不
法
此
」
、
本
朝
本
は
「
倫
不
法
此
」
に
作
る
。
朝
鮮
本
は
「
黛

不
法
此
」
に
作
る
。

ゆ
口

(
訓
読
)
修
養
の
漸
、
備
し
此
れ
に
法
ら
ざ
れ
は
、
安
慮
の
道
に
非
ず
。
術
に
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ル
」

日
く
、
吾
れ
居
る
所
の
室
は
、
四
遺
皆
憲
戸
あ
り
。
風
に
遇
え
ば
即
ち
闇
じ
、

や
は
な
は

風
息
め
ば
即
ち
開
く
。
吾
れ
居
る
所
の
座
は
、
簾
を
前
に
し
扉
を
後
に
す
。
太

だ
明
る
け
れ
ば
則
ち
簾
を
下
し
、
以
て
其
の
内
映
を
和
ら
ぐ
。
太
だ
暗
け
れ
ば

ま

則
ち
簾
を
捲
き
、
以
て
其
の
外
曜
を
通
す
。
内
は
以
て
心
を
安
ん
じ
、
外
は
以

て
目
を
安
ん
ず
。
心
目
皆
安
け
れ
ば
、
則
ち
身
も
安
し
。
明
暗
す
ら
尚
お
然
り
、

い
わ
あ
況
ん
や
太
だ
事
慮
多
く
、
太
だ
情
慾
多
き
を
や
。
量
に
能
く
其
の
内
外
を
安
ら

か
に
せ
ん
や
、
と
。
故
に
道
を
皐
ぶ
の
土
は
、
必
ず
安
慮
を
以
て
次
と
為
す
な

り
(
通
釈
)
修
養
の
段
階
が
、
も
し
こ
の
法
則
を
ふ
ま
え
て
い
な
い
と
、
安
ら
か

に
暮
ら
す
道
と
は
な
ら
な
い
。
術
に
い
う
、
私
の
居
住
す
る
と
こ
ろ
の
居
室
は
、

四
辺
に
み
な
窓
や
戸
が
あ
る
。
風
が
吹
け
ば
閉
じ
、
風
が
や
め
ば
開
く
。
私
が

坐
っ
て
い
る
所
は
、
前
に
簾
、
後
に
衝
立
が
あ
る
。
明
る
す
ぎ
る
と
、
簾
を
下

げ
て
、
内
に
差
し
込
む
光
を
和
ら
げ
る
。
暗
す
ぎ
る
と
、
簾
を
上
げ
て
、
外
の

光
を
内
に
取
り
こ
む
。
こ
う
し
て
内
は
心
を
安
ら
か
に
し
、
外
は
目
を
安
ら
か

に
す
る
。
心
も
目
も
と
も
に
安
ら
か
に
な
れ
ば
、
身
も
安
ら
か
に
な
る
。
住
宅

の
明
暗
で
も
そ
う
な
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
心
を
煩
わ
せ
る
こ
と
が
多
く
、

情
欲
が
多
け
れ
ば
、
な
お
さ
ら
問
題
は
重
大
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
自
分
の
身
の

内
外
を
安
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
(
養
生
の
)
道
を
学
ぶ
人

は
、
か
な
ら
ず
安
ら
か
な
と
こ
ろ
を
住
ま
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
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.
『
周
書
秘
奥
響
造
宅
経
』
解
説

『
周
書
秘
奥
営
造
宅
経
』
の
前
半
は
、
宅
地
周
辺
の
環
境
、
た
と
え
ば
山
川

な
ど
の
形
状
や
位
置
、
あ
る
い
は
道
路
や
樹
木
、
寺
廟
の
形
状
や
配
置
な
ど
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
は
宅
地
内
や
居
宅
内
の
し
つ
ら
え
の
形
状
や
配
置
な
ど
に
つ

い
て
、
そ
の
吉
凶
判
断
を
下
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
特
徴
的
な
い
く
つ

か
の
項
目
を
挙
げ
な
が
ら
、
こ
の
書
の
内
容
を
概
説
す
る
。

(
ご
四
神
の
備
わ
る
地
形

『
周
書
秘
奥
営
造
宅
経
』
の
回
目
頭
に
、
「
屋
宅
舎
は
左
に
流
水
有
ら
ん
こ
と
を

欲
す
。
之
れ
を
青
龍
と
謂
う
。
右
に
長
道
有
る
、
之
れ
を
白
虎
と
謂
う
。
前
に

汗
池
有
る
、
之
れ
を
朱
雀
と
謂
う
。
後
に
丘
陵
有
る
、
之
れ
を
玄
武
と
調
う
。

最
も
貴
き
地
な
り
」
と
あ
る
。
東
の
流
水
を
青
龍
、
西
の
大
道
を
白
虎
、
南
の

汗
池
を
朱
雀
、
北
の
丘
陵
を
玄
武
と
し
、
そ
れ
ら
が
備
わ
っ
て
い
る
吉
地
に
居

宅
を
構
え
る
と
、
官
位
福
禄
が
備
わ
り
、
無
病
長
寿
を
も
た
ら
す
と
し
て
い
る
。

北
に
丘
(
山
)
、
南
に
池
(
水
)
が
配
さ
れ
た
地
形
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
背
山

面
水
」
の
地
形
で
あ
る
。
ま
た
、
東
の
流
水
(
河
川
)
は
北
山
を
源
と
す
る
河

川
が
東
側
か
ら
南
に
流
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
「
背

山
面
水
」
の
地
形
に
は
、
南
の
太
陽
の
光
や
水
利
を
得
た
り
、
外
敵
や
邪
気
の

侵
入
を
防
ぐ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
便
性
が
備
わ
っ
て
い
る
。

中
国
大
陸
で
は
、
お
お
む
ね
冬
季
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
北
よ
り
の
乾
燥
し
た
寒

冷
な
風
が
吹
き
、
夏
季
は
海
洋
か
ら
大
陸
に
む
け
て
南
よ
り
の
風
が
吹
く
。
北

に
山
、
南
に
水
を
配
し
た
「
背
山
面
水
」
の
地
勢
は
、
北
方
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の

寒
風
を
防
ぎ
、
夏
に
は
南
よ
り
の
風
が
そ
の
水
面
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
涼

風
を
も
た
ら
す
。
ま
た
南
の
池
は
濯
瓶
や
生
活
の
た
め
の
用
水
と
も
な
る
0
6

ニ
)
四
神
相
応
に
も
と
づ
く
植
物
配
置
と
吉
凶

本
書
は
、
こ
う
し
た
地
相
が
な
け
れ
ば
凶
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
そ
の
欠
を

補
う
た
め
に
、
「
東
に
は
桃
柳
を
種
え
、
南
に
は
梅
棄
を
種
え
、
西
に
は
楯
検
、

北
に
は
棄
杏
」
と
し
、
特
定
の
植
物
を
そ
れ
ぞ
れ
の
方
位
に
植
え
る
こ
と
を
勧

め
て
い
る
。
こ
の
植
物
配
置
に
は
陰
陽
五
行
説
と
の
関
連
が
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
東
に
柳
を
植
え
る
の
は
、
陰
陽
五
行
説
で
は
、
東
は
木
、
季
節
は

春
、
色
は
青
を
配
し
て
い
る
が
、
柳
は
春
に
青
緑
の
芽
を
吹
く
こ
と
か
ら
、
古

来
よ
り
生
命
力
の
象
徴
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
柳
は
「
正
月
一
日
に
楊
柳
の
枝
を

取
り
て
戸
上
に
著
く
れ
ば
、
百
鬼
家
に
入
ら
ず
」
(
『
審
民
要
術
』
巻
玉
)
と
あ

る
が
、
春
の
始
ま
り
で
あ
る
太
陰
太
陽
暦
の
元
日
一
(
立
春
前
後
)
、
邪
気
払
い
と

し
て
戸
上
に
飾
ら
れ
た
。
四
神
に
か
な
う
地
勢
は
、
東
を
流
水
と
す
る
が
、
柳

は
水
辺
を
好
む
植
物
で
あ
る
た
め
、
東
に
柳
を
配
し
、
流
水
と
の
つ
な
が
り
を

表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
に
東
に
桃
を
配
す
る
と
ょ
い
と
す
る
が
、
『
論
衝
』
訂
鬼
篇
、
『
風
俗
通

義
』
杷
典
な
ど
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
後
漢
に
は
県
官
は
十
二
月
(
臓
月
)
の
大



が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

晦
日
(
除
タ
)
に
桃
人
を
飾
り
、
葦
の
縄
を
飾
り
、
虎
の
絵
を
門
に
描
く
習
慣

柳
は
春
に
な
る
と
一
斉
に
青
い
芽
を
ふ
く
。
桃
は
春
に
な
る
と
花
を
咲
か
せ

る
。
そ
し
て
二
つ
の
植
物
は
春
を
告
げ
る
生
命
力
の
あ
ふ
れ
る
植
物
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
年
の
初
め
の
邪
気
誠
い
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
陰
陽
五
行
説

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

に
も
と
づ
き
、
柳
と
桃
を
春
を
連
想
さ
せ
る
植
物
と
し
て
東
に
植
え
る
も
の
と
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図 3 宅地周囲の植物の配置
図の出典『国語本草綱目』第八、第九冊(春陽堂
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(
三
)
宅
地
周
辺
の
地
形
と
吉
凶

宅
の
地
形
の
吉
凶
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

「
お
よ
そ
宅
地
は
東
が
低
く
西
が
高
け
れ
ば
、
(
そ
の
家
は
)
富
貴
と
な
り
豪

傑
を
輩
出
す
る
。
(
宅
地
の
)
前
(
南
)
が
高
く
後
(
北
)
が
低
け
れ
ば
、
(
そ

の
家
の
)
血
脈
が
絶
え
る
。
(
宅
地
の
)
後
(
北
)
が
高
く
前
(
南
)
が
低
け
れ

ば
、
(
そ
の
家
は
)
多
く
の
牛
馬
を
持
つ
。
お
よ
そ
宅
地
は
平
坦
が
望
ま
し
い
。

こ
れ
を
名
づ
け
て
梁
土
と
い
う
。
(
宅
地
の
)
後
(
北
)
が
高
く
前
(
南
)
が
低

け
れ
ば
、
名
づ
け
て
晋
土
と
い
う
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
と
も
に
吉
で
あ
る
。
(
宅

1933) 

地
の
)
西
が
高
く
東
が
低
け
れ
ば
、
名
づ
け
て
魯
土
と
い
う
。
こ
こ
に
居
住
す

れ
ば
富
貴
と
な
り
、
(
そ
の
家
は
)
賢
人
を
輩
出
す
る
。
(
宅
地
の
)
前
(
南
)

が
高
く
後
(
北
)
が
低
け
れ
ば
、
名
づ
け
て
楚
土
と
い
う
。
こ
こ
に
居
住
す
れ

ば
凶
で
あ
る
。
(
宅
地
の
)
四
方
が
高
く
中
央
が
低
け
れ
ば
、
名
づ
け
て
衛
士
と

い
う
。
こ
こ
に
居
住
す
れ
ば
最
初
は
富
む
が
後
に
は
貧
し
く
な
る
」
と
。

梁
や
晋
、
魯
、
楚
、
衛
は
中
国
の
春
秋
戦
国
時
代
の
国
の
名
で
あ
る
が
、
そ

の
名
で
地
勢
を
分
類
し
、
吉
凶
を
論
じ
て
い
る
。

北
が
高
く
南
が
低
い
地
(
晋
土
)
を
吉
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
形
は
四
季

を
通
じ
て
日
当
た
り
が
良
好
で
、
冬
に
は
北
方
の
寒
風
を
防
い
で
く
れ
る
。

方
、
北
が
低
く
南
が
高
い
地
(
楚
土
)
は
凶
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
当
た

り
が
悪
く
、
冬
の
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
る
。
東
が
低
く
西
が
高
い
地
(
魯
土
)
は

吉
と
す
る
が
、
こ
れ
は
朝
日
が
十
分
に
降
り
そ
そ
ぎ
、
夏
の
西
日
、
冬
の
北
西



76 

風
を
ふ
せ
い
で
く
れ
る
。
四
面
が
高
い
地
(
衛
土
)
は
、
い
わ
ゆ
る
す
り
鉢
状

の
地
勢
で
あ
り
凶
と
す
る
が
、
こ
う
し
た
地
は
風
や
気
が
流
れ
ず
、
湿
気
が
た

ま
り
や
す
い
。
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
経
験
則
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
代
の
居
住
環
境
選
定
に
も
通
用
す
る
思
考
が
み
ら
れ
た
。
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四
)
広
い
篇
と
雨
の
防
御

居
宅
の
構
造
に
つ
い
て
、
「
凡
そ
屋
外
の
篇
は
、
贋
聞
な
る
を
上
と
為
す
。
逼

促
な
る
を
得
ず
。
斜
雨
壁
に
溶
か
ば
、
家
に
は
痢
疾
多
し
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
屋
外
の
篇
は
広
く
深
い
の
が
最
上
で
あ
り
、
狭
く
て
浅
け
れ

疾
を
患
う
こ
と
が
多
い
と
す
る
。

ば
、
斜
め
に
吹
き
こ
む
雨
が
壁
を
は
じ
き
、
そ
の
た
め
家
人
は
下
痢
な
ど
の
腹

古
来
、
中
国
や
日
本
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
の
年
間
雨
量
の
多
い
地
域
の
住
宅
は
、

庇
や
軒
出
を
広
く
と
る
。
軒
出
が
浅
い
と
、
降
雨
が
壁
に
あ
た
り
、
壁
を
い
た

め
る
だ
け
で
な
く
、
雨
が
室
内
に
入
り
こ
む
。
広
い
庇
や
軒
出
は
雨
の
防
御
機

能
も
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
広
い
庇
や
軒
出
は
夏
の
厳
し
い
太
陽
光

た が
室
内
に
入
る
こ
と
を
防
い
で
く
れ
る
た
め
、
気
温
調
節
機
能
も
果
た
し
て
い

「五代衛賢高士図(故宮
博物院臓)J

図の出典:霊1)敦禎『中国住宅
概説~ (建築工程出版社
1957) 65 頁
家屋の軒下にさらにひさし
を加えることにより、雨雪や
日にさらされることを防い
でいる。

図 5



(
五
)
安
ら
か
な
住
ま
い
の
条
件

安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
居
宅
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
次
の
よ
う
に
-
記
し
て

、
}
〉

O

V
V
E
'
t
 「

何
を
か
安
慮
と
謂
う
。
日
く
、
華
堂
・
遼
宇
・
重
梱
・
贋
楊
の
謂
い
に
非

ざ
る
な
り
、
と
。
南
向
し
て
坐
し
、
東
首
し
て
寝
ね
、
陰
陽
適
中
し
、
明
暗
相

半
ば
す
る
に
在
り
」
と
。

東
に
枕
を
向
け
て
寝
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朝
、
太
陽
が
東
方
(
北
半
球
中

緯
度
帯
で
は
太
陽
は
夏
至
で
は
東
北
、
春
・
秋
分
は
東
、
冬
至
は
東
南
)
か
ら

昇
る
こ
と
と
関
係
し
て
お
り
、
東
の
朝
日
を
浴
び
な
が
ら
起
床
す
る
こ
と
が
よ

い
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

紀
元
前
の
ロ
l

マ
の
建
築
家
、
ウ
イ
ト
ル
l

ウ
イ
ウ
ス
の
『
建
築
書
』
は
、

住
宅
の
用
途
と
方
角
に
つ
い
て
、
「
寝
室
は
東
に
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ

な
ら
用
途
が
朝
の
光
線
を
要
求
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
7

と
し
て
い
る
。
こ
の

『周書秘奥営造宅経』訳注 I

よ
う
に
寝
室
は
東
の
朝
日
を
取
り
こ
む
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
東
西

を
問
わ
な
い
。

六
)
居
宅
に
お
け
る
明
暗
・
陰
陽
の
調
節

ま
た
、
居
宅
に
お
け
る
明
暗
・
陰
陽
の
あ
り
か
た
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

77 

「
屋
は
高
き
こ
と
無
か
れ
。
高
け
れ
ば
則
ち
陽
盛
ん
に
し
て
明
多
し
。
屋
は

き
こ
と
無
か
れ
。
卑
け
れ
ば
則
ち
陰
盛
ん
に
し
て
暗
多
し
。
故
に
明
多
け
れ
ば

則
ち
塊
を
傷
り
、
暗
多
け
れ
ば
則
ち
魂
を
傷
る
。
人
の
魂
は
陽
に
し
て
暁
は
陰

な
り
。
有
し
明
暗
を
傷
れ
ば
、
則
ち
疾
病
こ
こ
に
生
ず
。
此
れ
居
慮
の
高
き
す

ら
、
尚
お
之
れ
を
し
て
然
ら
し
む
。
況
ん
や
天
地
の
気
、
充
陽
の
肌
を
攻
め
、

淫
陰
の
韓
を
侵
す
有
る
を
や
。
量
に
防
慎
せ
ざ
ら
ん
や
」
と
。

こ
の
よ
う
に
居
宅
は
、
過
度
の
明
暗
、
陰
陽
の
あ
る
状
態
を
嫌
い
、
明
暗
、

陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
状
態
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(
七
)
簾
に
よ
る
明
暗
・
陰
陽
の
調
節

そ
れ
で
は
、
居
宅
の
明
暗
、
陰
陽
を
ど
の
よ
う
に
調
節
し
た
ら
い
い
の
か
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
修
養
の
漸
、
償
し
此
れ
に
法
ら
ざ
れ
は
、
安
慮
の
道
に
非
ず
。
術
に
臼
く
、

吾
れ
居
る
所
の
室
は
、
四
漫
皆
憲
戸
あ
り
。
風
に
遇
え
ば
即
ち
闇
じ
、
風
息
め

ば
即
ち
開
く
。
吾
れ
居
る
所
の
座
は
、
簾
を
前
に
し
扉
を
後
に
す
。
太
だ
明
る

け
れ
ば
則
ち
簾
を
下
し
、
以
て
其
の
内
映
を
和
ら
ぐ
。
太
だ
暗
け
れ
ば
則
ち
簾

を
捲
き
、
以
て
其
の
外
曜
を
通
す
」
。

夏
に
住
宅
内
に
太
陽
光
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
と
、
陽
が
過
ぎ
て
体
を
痛
め
て
し
ま

ぅ
。
そ
の
た
め
に
簾
を
用
い
て
内
に
差
し
こ
む
光
を
和
ら
げ
よ
、
と
い
う
の
で

あ
る
。

簾
(
葦
簾
、
竹
簾
等
)
は
中
国
や
日
本
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
の
暮
ら
し
の
な
か
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で
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
簾
は
夏
の
強
い
太
陽
光
を
柔
ら
か
な
も
の
と
し
、

内
側
か
ら
も
光
を
適
度
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
。

八
)
光
(
明
暗
・
陰
陽
)
の
調
節
と
養
生

図 6 簾と居宅
図の出典王其鈎『中国民
居~ (上海人民美術出版社
1991) 14 頁。
簾は居室内に入りこむ夏
の強い太陽の光を柔らか
なものにし、簾からは内と
外を遮断せずに外の景色
を眺めることができる。

『
周
書
秘
奥
営
造
宅
経
』
総
論
の
最
後
に
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
内
は
以
て
心
を
安
ん
じ
、
外
は
以
て
目
を
安
ん
ず
。
心
目
皆
安
け
れ
ば
、

則
ち
身
も
安
し
。
明
暗
す
ら
尚
お
然
り
、
況
ん
や
太
だ
事
慮
多
く
、
太
だ
情
慾

の
士
は
、
必
ず
安
慮
を
以
て
次
と
為
す
な
り
」
と
。

多
き
を
や
。
量
に
能
く
其
の
内
外
を
安
ら
か
に
せ
ん
や
、
と
。
故
に
道
を
皐
ぶ

こ
う
し
て
内
は
心
を
安
ら
か
に
し
、
外
は
目
を
安
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
が
、

(
養
生
の
)
道
を
学
ぶ
人
は
、
か
な
ら
ず
安
ら
か
な
と
こ
ろ
を
住
ま
い
と
す
べ

き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
よ
き
居
住
環
境
は
、
養
生
の
道
を
学
ぶ
も
の
に
と
っ

て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

居
宅
環
境
と
養
生
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
竹
林
の
七
賢
の
ひ
と
り

で
あ
る
哲
康
は
「
松
柏
と
い
っ
た
植
物
で
も
、
土
質
や
生
育
環
境
の
適
不
適
に

よ
っ
て
、
そ
の
寿
命
が
左
右
さ
れ
る
。
も
し
、
松
の
木
を
低
地
の
灰
質
の
土
壌

に
植
え
た
な
ら
ば
、
本
来
の
寿
命
を
全
う
せ
ず
、
中
途
で
枯
死
し
て
し
ま
う
。

も
し
こ
れ
を
切
り
立
っ
た
険
し
い
崖
に
植
え
た
な
ら
ば
、
よ
く
繁
茂
し
て
日
々

生
き
生
き
と
成
長
す
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
人
間
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
人
間
の
寿
命
は
、
そ
の
居
住
環
境
に
も
影
響
さ
れ
る
し
、
そ
れ
を

適
度
に
改
善
調
節
す
る
こ
と
が
摂
生
に
と
っ
て
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
し
て
い

る
」
(
「
答
難
養
生
論
」
)
と
述
べ
て
お
り
、
養
生
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に
は
、

す
ぐ
れ
た
環
境
、

つ
ま
り
吉
相
の
家
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
0
8

こ
の
ほ
か
に
も
、
本
書
は
、
た
と
え
ば
道
が
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
に
住
宅
を
構

え
る
こ
と
を
凶
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
代
で
も
事
故
が
多
い
地
点
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
古
い
寺
や
廟
、
洞
、
社
の
あ
と
、
古
い
戦
場
の
あ
と
な
ど
は

居
住
に
適
さ
な
い
と
し
、
宅
地
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
、
記
憶
を
持
っ
て
い
た
の

か
を
重
視
し
て
い
る
。
水
の
流
れ
が
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
や
多
く
の
河
が
集
る
河

口
は
居
住
に
適
さ
な
い
と
し
て
い
る
が
、
当
然
こ
れ
は
大
雨
の
と
き
に
氾
濫
の

危
険
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
柱
、
梁
、
棟
木
な
ど
の
組
み
方
な
ど
、
住
宅
の
建
築

に
あ
た
っ
て
の
(
大
工
の
)
心
得
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。



お
わ
り
に

以
上
、
『
周
書
秘
奥
営
造
宅
経
』
の
前
半
部
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
考
察

し
た
。
こ
の
中
に
は
、
四
季
の
循
環
や
自
然
と
共
生
す
る
住
ま
い
の
く
ふ
う
が

説
か
れ
て
い
る
。
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
思
考
方
法
と
は
相
容
れ
な
い
内
容
も
み

ら
れ
る
が
、
経
験
則
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
が
多
く
包
含
さ
れ
て
お
り
、
今
日
に

お
い
て
も
居
住
環
境
の
あ
り
か
た
、
住
ま
い
か
た
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
示

唆
に
富
む
と
こ
ろ
も
ま
た
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(
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田
中
ち
た
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・
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中
初
夫
『
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政
学
文
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集
成
績
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橋
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必
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」
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必
用
事
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集
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概
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出
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3 

前
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家
政
学
文
献
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成
績
編
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江
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四
に
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『
居
家
必
用
事
類
全
集
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の
和
刻
本
が
収
載
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る
。

4 

前
掲

橋
川
時
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「
居
家
必
用
の
解
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で
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居
家
必
用
事
類
全
集
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の
序
の
訓
読
、
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が
収
載
さ
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、
橋
川
氏
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「
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・
文
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の

文
」
を
「
文
徴
明
」
(
一
四
七
0
1

一
五
五
九
)
と
し
て
い
る
。

5 

『
周
書
秘
奥
営
造
宅
経
』
と
『
作
庭
記
』
に
お
け
る
類
似
の
記
述
に
つ
い

て
は
、
水
野
杏
紀
「
四
神
相
応
と
植
物
|
『
営
造
宅
経
』
と
『
作
庭
記
』

を
中
心
と
し
て
i

」
(
『
人
聞
社
会
学
研
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収
録
』
第
三
号

大
阪
府
立
大

学
大
学
院
人
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社
会
学
研
究
科

二
O
O
八
)
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。

6 

四
神
に
か
な
っ
た
地
形
や
そ
れ
が
な
い
場
合
の
四
方
に
配
す
べ
き
植
物
、

地
形
と
風
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲

水
野
杏
紀
「
四
神
相
応
と
植
物

ー
『
営
造
宅
経
』
と
『
作
庭
記
』
を
中
心
と
し
て
|
」
を
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照
。

7 

森
田
慶
一
訳
注
『
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ト
ル
l

ウ
イ
ウ
ス
建
築
書
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(
東
海
大
学
出
版
社

一
九
六
九
)
第
六
書

第
四
章
、
二
八
九
頁
参
照
。

8 

平
木
康
平
「
養
生
論
に
お
け
る
相
宅
術
」
(
坂
出
祥
伸
編
『
中
国
古
代
養
生

思
想
の
研
究
』
平
川
出
版
社

一
九
八
八
)
、
四
五
二1
四
六
一
頁
参
照
。

替
康
(
二
二
三
l
l

二
六
二
)
と
玩
徳
知
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
居
宅
の
吉
凶

と
養
生
の
論
議
を
考
察
し
て
い
る
。


